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近年のコンビュータおよび通信技術の発展，それに伴うインターネットユーザの急速な増加により， EC 

(Electronic Commerce :電子商取引)が進展してきでいる.そしてECのビジネスモデルは様々な企業・

技体渚により活発に開発され，多岐にわたる分野で実用化されている.本稿では効率化を狙ったBωBに

おける部品調達システムを提案し，プロトタイプによる評価実証を行った結果を論じる.
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ln recent years， advances血∞mpu旬rand communication旬chnologyand the associated rapid 

increa鴎 inthe number of Internet users are encouraging advances in Elec位onicCommerce但C).

Business models ofEC are being actively developed by many必.fferenten飴rprisesand engineers， and 

implementβd in many kinds of :fi.elds.明learticle analyzes the functions and structures of various 

business models， and propo鑓sa business model of parts pu民hasingsy坑em，which is a勿pical

pat飴rnof the B to B {BusinessωBusiness} EC applications. The article also discusses the resu1ts of 

evaluating this prototype sys旬m.

1. はじめに

近年のコンビュータ技術および通信・データ

処理技術の発展，それに伴うインターネットユ

ーザの急速な増加により EC (Electronic 

Commerce:電子商取引)が進展してきている.

ECビジネスモデル(以下，ビジネスモデル

と呼ぶ)はビジネスの仕方，仕組みに IT

(Information Technology)を組み合わせるこ

とにより成り立つ.現在 ビジネスモデルは

様々な企業・技術者により活発に開発されてお

り， B to B (Business to Business :企業関取

引)， B to C (Business to Consumer :企業・

消費者間取引)， C to C (Consumer to 

Consumer:消費者間取引)など多くの分野に

わたっている(1)(2)(3)ω(5) ビジネスモデノレは現

状，経験に基づいて構築されているのが通常で

あり，ビジネス仕様やデータ量，トランザクシ

ョンの頻度が確定しにくい.

我々は，ビ、ジネスモデルをシステム仕様の満

足度を満たしつつ，データ量やトランザクショ

ン規模の変化に対応しうる構築法の研究を行

っている (5)(ω

本稿では，取引の効率化を狙ったBto Bに

おける部品調達システムを提案する.そしてプ

ロトタイプを3層アーキテクチャ上に構築し，

実証，評価を行った.
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2. 部品調達システムのビジネスモデル

2.1. B to Bにおけるeーマーケットプレイス

現在， B to Bにおけるピ‘ジネスモデルで注

目されているのが eーマーケットプレイスで

ある.eーマーケットプレイスとはインターネ

ット上で複数の企業間に入り，売買の仲介を行

うインフォミディアリと呼ばれるビジネスモ

デ‘ルである.eーマーケットプレイスには取引

形態により 4つに分類できる.

① オークシヨン形式:単独の売り手が売りた

い商品を提示し，購入する意思のある複数

の買い手がこの商品に対して入札を行う.

売り手主導の取引形式である.

② 逆オークション形式:単独の買い手が買い

たい商品に関する購入条件を提示し，複数

の売り手が応札する.買い手主導の取引形

式である.

③ エクスチェンジ形式:複数の買い手と複数

の売り手が共に条件を提示し，条件がマッ

チした買い手と売り手の聞で取引が成立

する.買い手，売り手共に対等の立場の取

引形式である.

④ カタログアグリゲーション形式:複数の売

り手が様々な商品をカタログ上に掲載し，

買い手がその中から欲しい商品を検索し

て注文する.買い手，売り手共に対等の立

場の取引形式である.

2.2. 本調達システムのビジネスモデル検討

( 1 ) 電子調達システムにおける課題

製造業における電子部品の調達は，大量，か

っ正確な納期の調達が見込まれる.例えば，数

百の取引先から見積もりが送られ，調達担当者

が最良の企業を選ぶために一つ一つ目を通し

て比較していたのでは膨大な作業と時聞がか

かり，作業効率の低下となってしまう.つまり，

価格を低価格に抑えるとともに，調達企業選考

を含めたスピーディーな調達が要求される.

(2) ビジネスモデル化検討

これらの課題に対応するシステムを提案す

るため，前述したeーマーケットプレイスに注

目する.We b上で行う eーマーケットプレイ

スは迅速な取引を可能とする.また取引形式を

逆オークションにすることにより，買い手主導

となるため，価格を抑えることができる.しか

し，欠点としてはインフォミディアリであるた

め，買い手，売り手共にインフォミディアリ側

に手数料を支払わなくてはならないため，余分

なコストが発生する.本調達システムでは，バ

イヤーとインフォミディアリを合体させた形

態とみなすことにより，コスト削減を狙う.

(3) 部品調達システムの機能

本調達システムは，逆オークション形式から

バイヤーが提示した調達条件を複数のサプラ

イヤーが参照し，条件に見合った見積もりをバ

イヤーに送信するシステムである.また通常の

逆オークションでは一回の見積もりとなるが，

本調達システムでは，一回の見積もりで選考さ

れた複数のサプライヤーに再度見積もり依頼

を出し，これらのプロセスを繰り返す方式をと

る.図 1に本調達システムの構成図を示す.

Att 

蹴!
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図1部品調達システムの構成図とプロセス

部品調達システムの一連の流れを下記に示す.

① バイヤーは希望商品，納期などの調達のた

めの条件をWebサイトに提示する.

② サイトを参照する全サプライヤーはこの

Webサイトを参照することにより，調達

条件が通達される.

③ 各サプライヤーはバイヤー側のサーバに

見積もりを送信する.

④ ビジネスロジックにより選考が行われる.
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⑤ 選考漏れの企業に対しては選考漏れ応答，

選考に残った企業には条件を変更し再見

積もりを依頼する.

⑥ 再度ビジネスロジックにより選考が行わ

れ，選考結果をバイヤー側に提示.

⑦バイヤー側の担当者が参照し，発注する.

3. 部品調達システムの設計

3.1. データ形式

ECにおいて， HTML情報がWebブラウザ

上で表示された段階では，あたかも見積もり書

のように見えるが，その中のどの部分が製品名，

金額などにあたるかを示す情報は含まれてい

ない.つまり Hτ首位d内のタグはあくまでもど
のように表示するかを示す情報であり，そこに

含まれる内容自体がどのような種類のデータ

なのかは分からない.XMLを用いることで本

調達システムだけでなく、他のECの分野での

用途が考えられるため，本システムのデータ形

式をXML(eXtensible Markup Language) 

に統一する方式をとる.

XMLは独自にタグを作成でき，意味を持っ

たデータ形式とすることができる.また構造化

された分かりやすい文書を作成可能で，拡張性

も優れている.そして何よりも人聞が直接内容

をチェックするのも容易である.

3.2. ビジネスロジック

本調達システムにおける企業選考のビジネ

スロジックフローを図2に示す.ビジネスロジ

ックによる企業の選考項目としては，単価①，

単価②，品質(製造年月日)，信頼性(企業間

の取引実績)である.バイヤーはこの4つの選

考項目から一つ選び，企業選考を行う.つまり，

バイヤーが選び出す選考項目によりビジネス

ロジックは変化することになる.単価①と単価

②の違いは，サプライヤーが見積もりを入力す

る際，単価①の場合はバイヤーの調達条件(調

達個数)，こ沿った金額となる.しかし単価②で

は，サプライヤーが「この個数であればこの単

価でよしリといった個数とそれに応じた単価を

入力してもらう.

EP回

一一lv
E図2 ビジネスロジックフロー

( 1 )ビジネスロジック 1

選考方法としては，主にバイヤーの調達希望

を基準として選考を行う.単価①を重視するバ

イヤーの場合の概念、図を図3に示す.図のバイ

ヤー希望額より価格が低い企業(図中A社， C

社， D社)は次の選考に残り，希望額より高い

企業(図中 B社， E社)は次の選考に進むこ

とができない.
金額(円}

E栓

バイヤー希i1O
B社

A社 li諸
C社

D社

図3 ビジネスロジックの概念図

(2) ビジネスロジック 2

ビジネスロジック 2の場合も 4つの選考項

目の中から選び，選考に残ったサプライヤーに

対して新たな条件を付けて再度見積もりを依

頼する.再見積もりを依頼する際，第一次選考

一覧を掲示板に掲載することで各サプライヤ

一同士の競争意識を高めることができ，価格の

値下げが期待できる.そして集まった見積もり

に対してビジネスロジックをかけるのである.

ビジネスロジックを通して数社程度に残った

場合，最終的には調達担当者がサプライヤーと

の面談・協議の上，企業を決定する.しかし条

件を満足する企業が数十社残った場合は改め

F
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て新たな条件を付けて再度見積もりを依頼し，

数社程度になるまで繰り返し行うこととする.

つまり，調達担当者がサプライヤーと直接協議

できる範囲(ー桁)になるまで行う.

前述したビジネスロジック 1，2の例は金額

重視の企業の場合であるが，他の選考項目であ

る品質重視，信頼性重視の場合を考える.

品質重視では製造年月日を基準に選考を行

う.例えばバイヤーが r2001年3月以降に作
られたものjを選考条件とした場合，図 3の概

念図に基づいて， 2001年3月までに作られた

ものについては次の選考に進むことができず，

それ以降に作られたものについては次の選考

に進むことができ，信頼性に関しでも同じよう

に，バイヤーの希望取引回数より低い企業は次

には進めず，高い企業は次に進むことができる.

4. プロトタイプの構築

4.1. 構築環境

本システムは，クライアント， Webサーバ・

アプリケーションサーバ DBサーバから構成

される 3層C/Sシステム上にプロトタイプ

を構築した.調達部品のデータ，サプライヤー

企業情報，取引実績，調達に関する規定等は

DBサーバに格納される.Webサーバには見積

もり条件が提示され，サプライヤーとバイヤー

はブラウザと Webサーバによって情報交信さ

れる.サプライヤーから送信される見積もりデ

ータは，アプリケーションサーバ上のロジック

によって判別・処理される.研究室で構築した

プロトタイプの構築環境を図4に示す.クライ

アントはInternetExplorer5.5， Webサーバに

は Apache1.3，アプリケーションサーバには

JRUN3.0， DBには Oracle8iを用いた.Web 

サーバではバイヤーの希望商品や納期などの

調達条件を提示することや，サプライヤーの新

規会社登録などの役割を課す.アプリケーショ

ンサーバではビジネスロジックによる選考処

理を行う.プログラミングには Javaを用い，

ロジック部分をJavaサーブレットにて構築し

た.DBサーバは各サプライヤーの企業情報

(会社情報，取引希望単価，取引実績等)を格

納させる役割を持つ.
.. Buyer ……… A pplication Server …. Supplier …; 

日TTP: IU源問4

1 --il ~ i.:l撞昌弘A社:

~事件直聖--1璽 ;lLE
WebS…AppliClllion 5crvcr lじ修吾B社 j

I JDBC 1: 
DB Server 守;じ!

| ー 1+ー→岡田里~ L←品量弘n社
DB I 盤整量巨 専有書簡

0818 B8seS.~~.~~_j L..._______________.! 

図4 プロトタイプの構築環境

4.2. 構築方法

(1) XMしへの変換

本調達システムの各サプライヤーから

HTMLフォームにより入力された企業情報を，

XMLへ変換するプログラムを図 5に示す.

bw.println("<1氾nlversion=￥"l.O~" encoding=￥"Shift_J1S~"1>"); 

bw.println("<ROWSET>"); 

bw.println(" <ROW>"); 

bw.println(" <会社番号〉叫bangou+ "<1会社番号>");

bw.println(" <会社名>"+name +叱/会社名>");

bw.println(" <佐立>"+制uritu+ "</佐立>");

bw.println(" <住所>"+juusho + "<1住所>");

bw.println(" <電話番号〉叫denwa+'・4電話番号〉・・);

bw.println(" <単価B>'・+tankal + "</単価B>");

図5 XML変換プログラム(一部)

例えば，サプライヤー企業を小泉研究室とし，

詳細情報をHTMLフォームから取得する.取

得された情報は図 5のプログラムにより XM

Lに変換され， DBに格納される.変換結果を

図6に示す.

<?xml version=￥"1.0￥" encoding::::￥"Shift_JIS￥"?> 

<ROWSET> 

<ROW> 

〈会社番号>12345<1会社番号〉

〈会社名〉小泉研究室<1会社名〉

〈股立>1998/04/08<1設立〉

〈住所〉埼玉県比企郡鳩山町<1住十所〉

〈電話番号>0493.*...・e・<1電話番号〉
〈単価B>450<1単価B>

図6 変換後のXMLデータ(一部)

-136一



b.，.，岨副~皿山町田陣再嗣ヨkt~制恒.，..，..・・n;ç.'吋~認立詑~~~;~~ごち￥ .-IIUli 

i持~-;~~'}i:(JT~~~~!桝;柑0~.~.りた.........."......._.........崎明，;iriH) 1:闘)'.最低~同睦宇噛@喝持Eli

入札企業ー覧

(2) DBへの格納(企業情報)

変換後のXMLデータをJDBCを用いてDB

へ格納する.XMLデータ格納プログラムを図
7に示す.

//JDBQ鎖療を初期il11

ωrm配tioncn=

防iverManager.get伽 m釧 on(川・1"川町ヘ市部sword");

/品位文書のデータを表に格納11

5.2.評価結果

各サプライヤーの入札が完了後，バイヤーが

ビジネスロジック 1をかける.今回は単価①を

バイヤーが選択し，企業選考を行った.ビジネ

スロジック 1の入力画面を図 9，選考結果 (10

社)を図 10に示す.

…一一一一一…一閣議滋磁器怠寝袋謡江川一 …....-IClI ~11 

13乃諸民23母…s ヲ(

目 λカ佃
「ーーー同

空型i
「一一円

ビジネスロジック

λ力側

{骨由加洞

E也Z量僻 説泊

"""D 阜個。豊重飢J~l ・方 省品畢缶

αacleX阻.8ave路四=newαョ.cleXMLSave(∞，"table名");
InputS位回mis =new FilelnputS位儲m("XML'ファイル名tI);

introwω叩 F珂Ive.in町αML(is);
図7 DB格納プログラム(一部)

(3) 選考応答機能

ビジネスロジックによる企業選考の合否結

果を，各サプライヤーに伝達する手段として以

下の2つを行う.

① メール配信による合否伝達応答

② 選考結果を掲示板に一斉掲載

①は選考に加わった全サプライヤーに合否

結果応答を返すものであり，②では，選考に残

った企業のみを掲載する.これは，企業同士の

競争意識の向上を目的とし，バイヤー側にとっ

てより利益のある取引が行えるのではないか

ということを想定したものである. 制自制円.111rJ2) .ll1B②聖霊lIU;い方 1li"6 
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図10 ビジネスロジック 1の選考結果
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システムの評価と考察

5.1. 評価方法

プロトタイプではバイヤーが提示した調達

条件に見合った見積もりを，研究室のメンバー

であるサプライヤー擬似クライアントから送

信させて評価を行った.今回の調達条件は，

roo部品(単価1000円)を 500個欲し
い.また数量500個以上 1500個以下で，

単価が安くなるなら検討します.Jとした.そ

してサプライヤーは入札画面により入札を行

う.各サプライヤーの入札結果 (19社)を図

8に示す.

5. 



次に図 10のサプライヤーには合格通知と再

見積もりを依頼し，選考漏れのサプライヤーに

は不合格通知を行う.再見積もりを依頼する際，

第一次選考一覧を掲載した掲示板を見せ，各サ

プライヤーの競争意識を高める.そして入札結

果に対して図 9によりビジネスロジックをか

ける.今回も単価①にて選考を行った.選考結

果を図 11に示す.
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図11 ビジネスロジック 2の選考結果

ビジネスロジック 2の選考により 3社に絞

られたため，ここでビジネスロジックを終了す

る.そして最終選考は，調達担当者により決定

する.

6. システムの評価と課題

プロトタイプの実証結果により，多量のビジ

ネス文書を人手で比較検討することなく，ビジ

ネスロジックにより企業選考ができる可能性

のあることが分かつた.しかし，今回の実証で

はサプライヤー総数は 19社と少ない.そのた

め実際の取引を想定したサプライヤー総数に

よる実証が必要となる.また今回の選考項目や

セキュリティを考え，実際の取引となると，選

考の判断要素の粒度は大きく，各サプライヤー

の情報漏れが考えられ，実用面とのギャップは

大きいと考えられる.そのため選考項目の追加，

セキュリティを検討し、さらに充実したビジネ

スモデルを考えることが今後の課題となる.

XMLのデータ交換についても現在のプロト

タイプシステムでは、異なる企業問でデータ交

換をしていないため、 XMLのメリットを活か

しきれてない.今後，異なる企業聞による XML

データ交換を構築していく課題も考えられる.

7. まとめ

本稿では，企業聞による部品調達システムを

提案し，プロトタイプの構築・実証を行った

実証結果により迅速な企業選考を行うことが

でき，企業間取引において有益となる可能性は

大きいと考えられる.そのためこれからもバイ

ヤーとサプライヤーの一連の流れを詳細化し

たシステムの構築と実証を継続していく予定

である.また，今回の部品調達システムを契機

とし， 8CM (8upply Chain Management)の

ビジネスモデ、ルも含めて行く考えである.
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